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は
じ
め
に
―
問
題
提
起
と
分
析
視
角
―

　

　
本
稿
で
は
、
株
式
会
社
豊
田
自
動
織
機
製
作
所
（
以
下
豊
田
自
動
織
機
と
記
す
）
が

設
置
し
た
挙
母
自
動
車
工
場（１
）へ

の
電
力
供
給
が
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
進
め
ら
れ
、
ど
の

よ
う
な
問
題
が
起
き
、
地
域
の
電
力
事
業
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
た
か
を
検
討
す

る
。
挙
母
自
動
車
工
場
の
設
置
過
程
に
関
し
て
は
、
同
社
や
ト
ヨ
タ
自
動
車
工
業
の
社

史
な
ど（２
）に
多
く
の
記
述
が
あ
る
が
、
電
力
供
給
面
に
つ
い
て
は
あ
ま
り
取
り
上
げ
ら
れ

て
こ
な
か
っ
た
。
と
は
い
っ
て
も
、
豊
田
自
動
織
機
に
と
っ
て
、
電
力
供
給
問
題
に
関

心
が
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
安
価
で
安
定
し
た
電
力
調
達
に
向

け
た
供
給
会
社
選
定
の
努
力
が
一
貫
し
て
追
求
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
ま
た
結
果
か

ら
み
る
と
、
挙
母
自
動
車
工
場
は
東
邦
電
力
に
よ
っ
て
供
給
さ
れ
た
の
で
、
自
然
な
形

で
決
定
さ
れ
た
よ
う
に
見
え
る
。
し
か
し
、
そ
れ
に
至
る
ま
で
に
は
、
新
興
会
社
で
あ

る
矢
作
水
力
と
、
岡
崎
に
本
社
を
置
く
中
部
電
力（３
）と
の
間
に
電
力
供
給
を
め
ぐ
っ
て
激

し
い
係
争
問
題
が
起
き
、
挙
母
自
動
車
工
場
の
計
画
自
体
に
も
影
響
を
与
え
て
い
た
。

　
挙
母
自
動
車
工
場
へ
の
電
力
供
給
問
題
に
関
す
る
研
究
は
少
な
い
と
述
べ
た
が
、
今

回
の
検
討
で
特
に
注
目
し
た
の
は
、
二
つ
の
先
行
研
究
で
あ
る
。
第
一
は
内
川
隆
文

「
1 

9 

3 

0
年
代
逓
信
省
電
力
行
政
の
変
遷
―
中
部
電
力
・
矢
作
水
力
間
の
紛
争
を
め

ぐ
る
革
新
官
僚
・
大
和
田
悌
二
の
言
説
を
中
心
に
―（４
）」（
以
下
内
川
論
文
）
で
あ
る
。

内
川
は
「
大
和
田
悌
二
日
記（５
）」
を
基
礎
資
料
と
し
な
が
ら
、
電
力
供
給
に
関
わ
る
矢
作

水
力
と
中
部
電
力
（
岡
崎
）
と
の
係
争
問
題
を
取
り
上
げ
、
電
力
政
策
に
与
え
た
影
響

や
、
仲
介
に
あ
た
っ
た
名
古
屋
逓
信
局
長
、
大
和
田
悌
二（６
）の
電
力
思
想
に
つ
い
て
論
じ

て
い
る（７
）。

内
川
論
文
で
紹
介
さ
れ
た
「
大
和
田
悌
二
日
記
」
は
、
挙
母
自
動
車
工
場
へ

の
電
力
供
給
を
め
ぐ
る
係
争
問
題
に
つ
い
て
の
詳
細
な
経
緯
を
記
し
た
貴
重
な
史
料
で

あ
る
。
た
だ
、
内
川
論
文
で
は
、
矢
作
水
力
へ
の
特
定
供
給
申
請
に
至
る
経
緯
な
ど
挙

母
自
動
車
工
場
自
体
に
つ
い
て
は
踏
み
込
ん
だ
検
討
が
行
わ
れ
て
い
な
い
。
第
二
は
、

由
井
常
彦
「
三
井
物
産
と
豊
田
佐
吉
お
よ
び
豊
田
式
織
機
の
研
究
―
豊
田
紡
織
工
場
か

ら
豊
田
紡
織
株
式
会
社
の
支
援
―（８
）」
で
あ
る
。
由
井
は
豊
田
紡
織
の
成
立
過
程
を
詳
細

に
検
討
し
、
豊
田
紡
織
の
時
代
か
ら
動
力
問
題
へ
の
積
極
的
な
取
組
み
の
あ
っ
た
こ
と

を
指
摘
し（９
）、
挙
母
自
動
車
工
場
の
電
力
供
給
に
関
し
、
豊
田
系
企
業
を
一
体
的
に
検
討

す
る
必
要
を
示
唆
し
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
の
先
行
研
究
で
提
起
さ
れ
た
課
題
や
積
み
残
さ
れ
た
課
題
に
つ
い
て
、
本
稿

で
は
次
の
二
つ
の
視
点
か
ら
検
討
を
進
め
る
。
一
つ
は
、
豊
田
紡
織
か
ら
豊
田
自
動
織

機
を
経
て
ト
ヨ
タ
自
動
車
工
業
に
至
る
事
業
展
開
の
な
か
で
、
電
力
問
題
が
ど
の
よ
う

に
推
移
し
た
か
を
検
討
す
る
。
挙
母
自
動
車
工
場
は
、
豊
田
自
動
織
機
に
お
い
て
計
画

さ
れ
、
ま
た
豊
田
自
動
織
機
は
豊
田
紡
織
の
織
機
部
門
を
分
離
し
て
設
立
さ
れ
た
会
社

で
あ
る
。
こ
れ
ら
豊
田
系
の
事
業
は
豊
田
佐
吉
、
豊
田
利
三
郎
、
豊
田
喜
一
郎
の
事
業

と
し
て
一
体
と
し
て
経
営
が
進
め
ら
れ
た
。
豊
田
系
の
事
業
を
連
続
性
の
な
か
で
検
討

《
論
文
》
　

　
　
　創
業
期
挙
母
自
動
車
工
場
等
へ
の
電
力
供
給
問
題

浅
野

伸
一
　
　



― 38 ―

す
る
こ
と
で
、単
独
の
検
討
で
は
見
え
に
く
か
っ
た
電
力
問
題
に
関
す
る
経
営
姿
勢
や
、

電
気
事
業
や
電
力
政
策
に
与
え
た
影
響
が
明
ら
か
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

　
も
う
一
つ
の
視
点
は
、供
給
事
業
者
の
選
定
が
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
た
か
を
確
認
し
、

そ
う
し
た
経
営
判
断
が
電
気
事
業
や
電
力
政
策
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
か
に

注
目
す
る
こ
と
で
あ
る
。
名
古
屋
時
代
、
刈
谷
時
代
の
豊
田
系
諸
会
社
に
対
し
て
、
電

力
会
社
は
自
由
競
争
の
な
か
で
受
注
に
向
け
て
し
の
ぎ
を
削
り
、
ま
た
挙
母
自
動
車
工

場
の
時
代
に
は
、
改
正
電
気
事
業
法
の
も
と
で
、
特
定
供
給
許
可
を
め
ぐ
り
当
局
を
巻

き
込
ん
だ
抗
争
が
展
開
さ
れ
た
。
こ
う
し
た
な
か
で
、
豊
田
系
の
工
場
と
電
力
会
社
の

間
で
何
が
起
き
、
ど
の
よ
う
に
対
処
さ
れ
た
か
な
ど
、
両
者
の
関
係
性
に
つ
い
て
検
討

を
行
う
。

　
こ
の
よ
う
に
、
本
稿
で
は
受
電
先
を
め
ぐ
る
豊
田
系
事
業
に
お
け
る
連
続
性
と
、
豊

田
系
企
業
と
電
力
会
社
側
と
の
関
係
性
と
い
う
二
つ
の
視
点
を
持
ち
な
が
ら
、
名
古
屋

時
代
（
一
九
一
二
年
以
降
）
の
豊
田
紡
織
、
刈
谷
時
代
（
一
九
二
六
年
以
降
）
の
豊
田

紡
織
・
豊
田
自
動
織
機
、
そ
し
て
挙
母
時
代
（
一
九
三
三
年
以
降
）
の
豊
田
自
動
織
機
・

ト
ヨ
タ
自
動
車
工
業
の
三
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
検
討
す
る
）
11
（

。
検
討
に
あ
た
っ
て
は
、
豊
田

関
連
事
業
の
文
献
・
資
料
を
電
力
供
給
面
か
ら
再
点
検
す
る
と
と
も
に
、『
矢
作
水
力

十
年
史
）
11
（

』
や
同
社
の
営
業
報
告
書
に
記
さ
れ
た
営
業
関
係
の
記
述
、
名
古
屋
逓
信
局
編

『
管
内
電
気
事
業
要
覧
』
の
第
二
種
自
家
用
事
業
者
一
覧
表
の
受
電
デ
ー
タ
、
あ
る
い

は
一
九
三
〇
年
代
中
期
の
電
気
事
業
の
動
き
を
ま
と
め
た
『
電
気
年
報
）
11
（

』
な
ど
を
も
と

に
、
挙
母
自
動
車
工
場
等
の
電
力
供
給
問
題
を
検
証
す
る
。

１
　
豊
田
紡
織
株
式
会
社
の
設
立
と
電
力
利
用

　

　
一
九
一
一
年
一
月
、
欧
米
視
察
か
ら
帰
国
）
11
（

し
た
豊
田
佐
吉
）
14
（

は
、
新
た
な
決
意
を
も
っ

て
、
自
動
織
機
の
完
成
に
向
け
て
再
ス
タ
ー
ト
を
切

る
。
一
九
一
二
年
九
月
に
は
、
自
動
織
機
の
試
験
工

場
を
兼
ね
た
織
布
工
場
と
し
て
、
豊
田
自
動
織
布
工

場
を
愛
知
郡
中
村
）
11
（

（
現
名
古
屋
市
西
区
則
武
新
町
）

に
建
設
す
る
。
織
機
一
〇
〇
台（
う
ち
試
験
用
八
台
）

か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、
増
設
を
重
ね
て
一
九
一
四
年
に

は
紡
機
六
〇
〇
〇
錘
を
備
え
る
工
場
と
な
り
、
紡
織

一
貫
の
運
転
が
行
わ
れ
、
同
年
二
月
に
は
豊
田
自
動

紡
織
工
場
と
改
称
し
て
い
る
。

　
当
初
、
動
力
織
機
は
蒸
気
機
関
）
16
（

に
よ
っ
て
運
転
さ

れ
て
い
た
が
、
一
九
一
五
年
三
月
に
ス
イ
ス
の
ス
ル

ザ
ー
・
ブ
ラ
ザ
ー
ズ
社
製
の
発
電
用
蒸
気
機
関
を
用

い
た
自
家
用
火
力
（
三
〇
〇
キ
ロ
ワ
ッ
ト
）
を
設
置

す
）
17
（る
と
と
も
に
、
名
古
屋
電
灯
か
ら
の
受
電
（
七
五

〇
キ
ロ
ワ
ッ
ト
）
も
開
始
し
）
11
（

、
電
気
動
力
へ
の
切
替

え
を
進
め
た
。
こ
う
し
た
生
産
体
制
の
も
と
で
第
一

次
大
戦
ブ
ー
ム
が
発
生
し
、
事
業
は
大
き
く
発
展
を

と
げ
、
一
九
一
八
年
一
月
二
十
九
日
に
は
豊
田
紡
織

株
式
会
社
（
社
長
豊
田
佐
吉
、
以
下
豊
田
紡
織
と
記

載
し
、
工
場
は
名
古
屋
工
場
と
記
載
す
る
）
が
設
立

さ
れ
る
。
当
初
は
、
電
力
の
三
分
の
一
が
自
家
用
発
電
で
ま
か
な
わ
れ
て
い
た
が
、
燃

料
価
格
の
高
騰
に
よ
り
受
電
分
が
次
第
に
拡
大
し
、
一
九
二
三
年
に
は
九
九
六
キ
ロ

ワ
ッ
ト
へ
と
受
電
分
が
増
え
て
い
）
11
（る
（
表
1
参
照
）。
し
か
し
、
名
古
屋
電
灯
や
そ
の

後
身
と
な
る
東
邦
電
力
）
11
（

の
電
力
料
金
や
不
安
定
な
電
力
供
給
に
不
満
が
あ
っ
た
た
め
、

表 1　豊田紡織名古屋工場の電力供給状況
（単位：㎾）

1920年 1921年 1922年 1923年 1924年 1925年 1926年
自家用発電 300 300 300 300 300 300 300

受電 750 750 750 996 996 1,150 1,150

供給会社 名古屋電灯 関西電気 東邦電力 東邦電力 東邦電力 日本電力 日本電力
（注 ）工場への電力供給に関する施設認可1914年10月10日、使用開始1915年 1 月16日。1925年 5 月日本電力へ

受電切替え。関西電気、東邦電力は名古屋電灯が発展する形で設立された同一系統の会社。数値は各年末。
（出典）名古屋逓信局『管内電気事業要覧』第 2 回～第 8 回。



― 39 ―

一
九
二
三
年
八
月
三
十
日
に
日
本
電
力
が
新
興
の
電
力
会
社
と
し
て
名
古
屋
市
お
よ
び

周
辺
地
区
に
五
〇
馬
力
以
上
の
動
力
需
要
家
へ
の
供
給
が
許
可
）
11
（

さ
れ
る
と
、
よ
り
安
価

な
電
力
を
求
め
、
一
九
二
五
年
五
月
に
東
邦
電
力
か
ら
日
本
電
力
へ
と
切
り
替
え
て
い

る
。
こ
の
と
き
、
姉
妹
会
社
で
あ
っ
た
菊
井
紡
織
（
一
九
一
八
年
三
月
設
立
）
や
、
豊

田
佐
吉
の
友
人
で
自
動
織
機
の
購
入
者
で
も
あ
っ
た
服
部
兼
三
郎
）
11
（

が
経
営
す
る
株
式
会

社
服
部
商
店
の
桜
田
工
場
・
熱
田
工
場
な
ど
、
名
古
屋
地
域
全
体
で
約
一
万
キ
ロ
ワ
ッ

ト
の
電
力
が
日
本
電
力
に
切
り
替
え
ら
れ
た
と
さ
れ
る
。
日
本
電
力
の
進
出
を
許
し
た

の
は
、
一
九
二
一
年
二
月
に
大
同
電
力
が
発
足
し
名
古
屋
向
け
に
送
電
し
て
い
た
木
曽

川
系
の
電
力
が
大
阪
方
面
に
向
け
ら
れ
た
こ
と
や
、
発
足
後
の
東
邦
電
力
が
東
京
進
出

に
力
を
注
ぎ
、
名
古
屋
市
場
が
お
ろ
そ
か
に
な
っ
た
こ
と
も
影
響
し
て
い
た
。
こ
う
し

た
大
口
工
場
の
動
き
は
、
発
足
直
後
の
東
邦
電
力
の
経
営
に
大
き
な
影
響
を
与
え
か
ね

な
い
状
況
と
な
っ
て
い
た
。
東
邦
電
力
は
、
一
九
二
四
年
三
月
三
十
日
、
日
本
電
力
と

こ
れ
以
上
の
競
争
を
避
け
る
た
め
、
同
年
十
月
の
五
〇
〇
〇
キ
ロ
ワ
ッ
ト
に
始
ま
り
、

最
終
一
〇
万
キ
ロ
ワ
ッ
ト
に
達
す
る
長
期
の
需
給
契
約
を
結
ん
だ
。
ま
た
、
そ
れ
ま
で

の
大
同
電
力
に
依
存
し
た
供
給
体
制
か
ら
飛
騨
川
の
水
力
開
発
や
名
古
屋
火
力
発
電

所
）
11
（

の
建
設
な
ど
自
主
電
源
の
開
発
を
推
進
す
る
な
ど
、
営
業
方
針
や
供
給
体
制
の
見
直

し
を
進
め
た
。

2
　
刈
谷
地
区
へ
の
事
業
展
開
と
矢
作
水
力

　

　
豊
田
佐
吉
は
完
全
な
自
動
織
機
完
成
へ
の
強
い
思
い
か
ら
、
自
動
織
機
だ
け
を
大

量
に
配
置
し
た
工
場
が
必
要
だ
と
し
て
、
一
九
二
六
年
一
月
、
刈
谷
町
に
営
業
用
試
験

工
場
を
設
け
た
）
14
（

。
こ
れ
を
機
に
刈
谷
町
に
は
豊
田
関
連
の
工
場
が
次
々
に
設
置
さ
れ
、

豊
田
系
事
業
の
製
造
拠
点
と
な
っ
て
い
く
。
こ
の
刈
谷
工
場
に
は
、
自
動
織
機
の
試
験

運
転
に
必
要
な
良
質
な
繊
維
を
生
産
す
る
紡
績
工
場
も
設
置
さ
れ
、
工
場
の
運
転
に
必

要
な
電
力
は
矢
作
水
力
か
ら
受
電
し
た
。
刈
谷
町
が
岡
崎
電
灯
の
供
給
エ
リ
ア
で
あ
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
名
古
屋
工
場
の
日
本
電
力
へ
の
切
替
え
と
同
様
、
新
興
会
社
で
あ

る
矢
作
水
力
を
選
択
し
た
の
は
、
良
質
で
低
廉
な
電
力
供
給
に
対
す
る
豊
田
紡
織
の
強

い
思
い
が
反
映
し
て
い
た
。

　
当
時
、
岡
崎
電
灯
で
は
、
地
元
の
織
布
工
場
か
ら
の
電
力
供
給
の
要
請
に
応
え
ら
れ

ず
、
地
元
の
織
物
同
業
組
合
か
ら
は
他
会
社
か
ら
の
供
給
を
求
め
る
陳
情
が
出
さ
れ
て

い
た
。
一
九
一
九
年
三
月
に
設
立
さ
れ
た
矢
作
水
力
（
社
長
井
上
角
五
郎
）
は
、
こ
う

し
た
岡
崎
電
灯
の
状
況
を
見
て
、
西
三
河
地
域
の
工
場
向
け
電
力
供
給
の
許
可
を
逓
信

大
臣
に
申
請
し
、
一
九
二
一
年
一
月
、
岡
崎
市
、
碧
海
郡
矢
作
町
、
宝
飯
郡
蒲
郡
町
・

三
谷
町
な
ど
に
、
五
〇
馬
力
以
上
の
動
力
供
給
と
い
う
制
限
付
で
供
給
許
可
を
得
た
）
11
（

。

矢
作
水
力
は
、
矢
作
川
上
流
域
で
、
七
か
所
、
二
万
七
四
三
〇
キ
ロ
ワ
ッ
ト
の
発
電
所

を
建
設
し
、
名
古
屋
・
三
河
方
面
の
工
場
へ
の
電
力
供
給
や
、
電
力
会
社
へ
の
卸
供
給

を
行
い
、
矢
作
川
関
連
で
は
最
大
の
発
電
会
社
と
な
る
。

　
矢
作
水
力
か
ら
の
受
電
に
関
連
し
て
、
豊
田
系
企
業
と
矢
作
水
力
の
間
に
生
じ
た
二

つ
の
動
き
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。
一
つ
は
、
豊
田
紡
織
の
名
古
屋
工
場
に
お
け
る
日

本
電
力
へ
の
受
電
切
替
え
時
期
と
の
関
連
で
あ
る
。
日
本
電
力
は
一
九
二
三
年
八
月
に

名
古
屋
地
区
の
電
力
供
給
が
許
可
さ
れ
、
需
要
家
争
奪
戦
を
経
て
、
一
九
二
四
年
三
月

に
東
邦
電
力
と
最
終
一
〇
万
キ
ロ
ワ
ッ
ト
の
長
期
需
給
契
約
を
結
ん
で
お
り
、
豊
田
紡

織
の
名
古
屋
工
場
と
は
こ
の
間
の
一
九
二
三
年
に
契
約
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。他
方
、

『
矢
作
水
力
十
年
史
）
16
（

』
に
よ
る
と
、矢
作
水
力
は
一
九
二
三
年
四
月
に
真
弓
発
電
所
（
五

一
〇
〇
キ
ロ
ワ
ッ
ト
）
が
完
成
し
、
豊
田
紡
織
と
一
三
〇
〇
キ
ロ
ワ
ッ
ト
の
契
約
を
結

び
、
こ
の
年
か
ら
刈
谷
工
場
へ
一
〇
〇
キ
ロ
ワ
ッ
ト
の
供
給
を
行
っ
た
と
さ
れ
る
。
二

つ
の
需
給
契
約
は
ほ
ぼ
同
じ
時
期
に
検
討
さ
れ
、
締
結
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
し
か
も
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い
ず
れ
も
地
元
に
供
給
権
を
有
す
る
会
社
で
は
な

く
、
新
た
に
進
出
し
た
卸
売
会
社
と
い
う
点
で
共
通

性
を
有
し
て
い
た
。
こ
こ
か
ら
、
受
電
会
社
選
定
に

関
し
、
電
気
事
業
の
供
給
秩
序
よ
り
も
安
定
か
つ
低

廉
な
電
力
供
給
の
追
求
と
い
う
同
社
の
姿
勢
が
明
確

に
窺
わ
れ
る
。

　
次
に
供
給
側
の
矢
作
水
力
に
と
っ
て
も
、
地
元
会

社
区
域
へ
の
侵
入
は
容
易
で
は
な
く
、
受
注
に
向
け

て
さ
ま
ざ
ま
な
努
力
や
工
作
が
行
わ
れ
た
。
電
力
は

キ
ロ
ワ
ッ
ト
時
あ
た
り
一
銭
五
厘
）
17
（

と
い
う
低
廉
な
価

格
で
供
給
さ
れ
、
後
述
の
よ
う
に
豊
田
紡
織
側
か
ら

も
評
価
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
発
足
時
の
矢
作
水
力

に
は
、
豊
田
佐
吉
の
親
友
で
あ
っ
た
服
部
商
店
社
長

の
服
部
兼
三
郎
が
取
締
役
に
就
任
し
て
い
た
。
服
部

は
「
ま
だ
無
名
の
（
豊
田
）
佐
吉
と
肝
胆
相
照
ら
す

仲
と
な
っ
た
。
そ
し
て
（
明
治
）
二
十
九
年
佐
吉
が

彼
に
と
っ
て
最
初
の
本
格
的
発
明
と
い
え
る
「
木
製

小
幅
動
力
織
機
」
を
完
成
す
る
や
、
こ
れ
を
自
分
の

抱
え
る
賃
機
屋
に
大
量
に
導
入
し
た
）
11
（

」
ほ
か
、
豊
田

利
三
郎
と
愛
子
夫
人
の
媒
酌
人
で
も
あ
っ
た
。
矢
作

水
力
創
設
の
中
心
と
な
っ
た
福
沢
桃
介
）
11
（

は
、
服
部
の

事
業
で
あ
る
岡
崎
紡
績
）
11
（

へ
の
電
力
供
給
と
と
も
に
、

服
部
の
持
つ
人
脈
を
通
じ
た
事
業
拡
大
を
目
指
し
た

の
で
あ
る
。

　
一
九
二
四
年
四
月
二
十
一
日
か
ら
矢
作
水
力
に
よ
る
豊
田
紡
織
刈
谷
工
場
へ
の
電
気

供
給
が
始
ま
る
（
以
下
表
2
参
照
）。
受
電
量
は
、同
年
四
月
に
一
〇
〇
キ
ロ
ワ
ッ
ト
、

一
九
二
六
年
に
六
五
〇
キ
ロ
ワ
ッ
ト
、
そ
し
て
一
九
二
七
年
九
月
に
は
一
三
〇
〇
キ
ロ

ワ
ッ
ト
へ
と
増
え
て
い
く
。
ま
た
一
九
二
六
年
十
一
月
十
七
日
に
自
動
織
機
の
製
作
・

販
売
部
門
を
独
立
さ
せ
て
豊
田
自
動
織
機
が
設
立
さ
れ
、
豊
田
紡
織
刈
谷
工
場
に
隣
接

し
て
工
場
が
設
け
ら
れ
た
。
豊
田
自
動
織
機
の
電
力
契
約
は
、
一
九
二
七
年
三
月
の
二

〇
〇
キ
ロ
ワ
ッ
ト
に
始
ま
り
、
一
九
二
九
年
二
月
に
は
六
〇
〇
キ
ロ
ワ
ッ
ト
へ
、
そ
し

て
一
九
三
一
年
末
に
は
一
四
〇
〇
キ
ロ
ワ
ッ
ト
へ
と
増
え
る
。
さ
ら
に
一
九
三
四
年
に

刈
谷
工
場
で
の
自
動
車
製
造
が
始
ま
る
と
、
電
炉
用
を
含
め
二
九
〇
〇
キ
ロ
ワ
ッ
ト
が

受
電
さ
れ
、
さ
ら
な
る
増
量
）
11
（

も
見
込
ま
れ
て
い
た
。
ま
た
、
一
九
二
九
年
三
月
十
九
日

に
は
、
東
洋
綿
花
と
共
同
で
刈
谷
駅
の
北
側
に
中
央
紡
織
が
設
立
さ
れ
る
。
中
央
紡
織

は
一
九
三
〇
年
五
月
六
日
か
ら
六
〇
〇
キ
ロ
ワ
ッ
ト
を
受
電
し
、
そ
の
後
一
九
三
一
年

に
一
〇
〇
〇
キ
ロ
ワ
ッ
ト
、
一
九
三
五
年
に
二
〇
〇
〇
キ
ロ
ワ
ッ
ト
へ
と
受
電
量
が
拡

大
し
て
い
っ
た
。

　
こ
れ
ら
の
会
社
へ
の
電
力
は
い
ず
れ
も
矢
作
水
力
か
ら
供
給
さ
れ
た
。
矢
作
水
力
で

は
、
一
九
二
四
年
三
月
に
刈
谷
町
大
字
刈
谷
字
山
の
神
に
刈
谷
変
電
所
を
建
設
し
（
七

五
〇
キ
ロ
ボ
ル
ト
ア
ン
ペ
ア
×
三
基
）、
一
九
二
七
年
九
月
に
は
、
豊
田
自
動
織
機
や

中
央
紡
織
の
新
増
設
に
対
応
し
て
二
〇
〇
〇
キ
ロ
ボ
ル
ト
ア
ン
ペ
ア
×
三
基
へ
と
増
設

し
て
い
る
）
11
（

。 

3
　
挙
母
自
動
車
工
場
の
電
気
供
給

　

（
1
）
自
動
車
製
造
へ
の
取
組
み

　
自
動
車
製
造
事
業
へ
の
進
出
は
、
豊
田
佐
吉
の
長
男
、
豊
田
喜
一
郎
）
11
（

の
強
い
熱
意
に

表 2　刈谷地区豊田系企業の矢作水力との契約状況
（単位：㎾）

使用開始 1927年 1929年 1930年 1931年 1932年 1933年 1934年 1935年
豊田紡織刈谷工場 1924年 4 月21日 1,300 1,300 1,300 1,600 1,600 1,600 1,600 1,600

豊田自動織機 1927年 3 月28日 200 600 600 1,400 1,400 1,400 2,900 3,700
中央紡織 1930年 5 月 6 日 600 1000 1,000 1,000 1,000 2,000

（注 ）12月末の契約㎾。1927年の豊田紡織刈谷工場の契約容量（1,300㎾）は『矢作水力十年史』により修正。1928年のデータは原資料に
掲載されていない。　　　　　

　　　1927年以前の豊田紡織刈谷工場の契約容量は、1924年100㎾、1925年100㎾、1926年650㎾。
（出典）名古屋逓信局『管内電気事業要覧』第 9 回～第16回。



― 41 ―

よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。「
故
豊
田
佐
吉
ハ
豊
田
自
動
織
機
製
作
所
設
立
直
後
（
昭
和
二

年
頃
）
既
ニ
自
動
車
工
業
着
手
ノ
意
図
ヲ
有
シ
」（
ト
ヨ
タ
自
動
車
工
業
株
式
会
社
設

立
趣
意
書
）
14
（

）、
喜
一
郎
自
身
も
父
佐
吉
の
志
を
受
け
つ
い
だ
と
語
っ
て
い
る
）
11
（

。
ま
た
喜

一
郎
が
一
九
二
九
年
十
月
か
ら
一
九
三
〇
年
三
月
に
か
け
て
欧
米
を
視
察
し
た
際
に
、

繊
維
機
器
メ
ー
カ
ー
と
し
て
世
界
を
リ
ー
ド
し
た
プ
ラ
ッ
ト
社
の
衰
退
ぶ
り
を
目
の
当

た
り
に
し
て
、
自
動
織
機
だ
け
で
は
将
来
の
発
展
を
期
し
が
た
い
と
考
え
る
よ
う
に

な
っ
た
の
も
大
き
な
動
機
と
な
っ
た
。

　
自
動
車
製
造
の
研
究
は
、
ま
ず
喜
一
郎
の
個
人
研
究
と
し
て
始
め
ら
れ
、
一
九
三
三

年
九
月
に
な
っ
て
豊
田
自
動
織
機
内
に
自
動
車
部
が
設
置
さ
れ
る
。
翌
一
九
三
四
年
一

月
に
は
資
本
金
を
一
〇
〇
万
円
か
ら
三
〇
〇
万
円
へ
増
額
す
る
と
と
も
に
、
定
款
を
変

更
し
て
事
業
目
的
に
「
原
動
機
及
運
搬
機
械

ノ
製
作
販
売
」「
製
鋼
製
鉄
其
ノ
他
ノ
業
務
」

が
加
え
ら
れ
、
会
社
と
し
て
自
動
車
製
造
を

正
式
に
位
置
づ
け
た
。
同
年
三
月
に
は
、
刈

谷
工
場
内
に
試
作
工
場
を
、
七
月
に
は
製
鋼

所
を
設
置
す
る
な
ど
、
自
動
車
製
造
に
向
け

た
体
制
が
着
々
と
整
備
さ
れ
た
。
製
鋼
所
は

自
動
車
部
品
の
自
社
生
産
を
目
的
に
設
置
さ

れ
た
も
の
で
、鋳
鉄
用
に
三
ト
ン
お
よ
び
一
・

五
ト
ン
の
電
気
炉
を
備
え
、
さ
ら
に
三
ト
ン

の
電
気
炉
増
設
が
計
画
さ
れ
て
い
た
。
大
量

に
電
力
を
使
用
す
る
電
炉
の
運
転
に
は
、
安

定
か
つ
低
廉
な
電
力
供
給
が
と
り
わ
け
重
要

で
あ
っ
た
）
16
（

。

　
一
九
三
三
年
十
一
月
に
挙
母
町
に
工
場
用
地
買
収
の
斡
旋
を
依
頼
し
）
17
（

、
挙
母
町
長
中

村
寿
一
と
の
間
で
工
場
用
地
買
収
に
関
す
る
申
合
書
）
11
（

が
交
わ
さ
れ
、
一
九
三
四
年
七
月

三
十
日
に
社
内
決
裁
も
得
ら
れ
た
。
同
申
合
書
は
、
左
記
の
よ
う
に
、
一
九
三
四
年
九

月
末
迄
に
工
場
用
地
五
〇
万
坪
以
上
の
引
渡
し
が
約
束
さ
れ
て
お
り
、
豊
田
自
動
織
機

で
は
こ
れ
を
も
と
に
自
動
車
工
場
の
建
設
計
画
を
進
め
た
。

　
　
一 

　
挙
母
町
ハ
挙
母
町
地
内
（
中
略
）
ノ
土
地
ヲ
、
工
場
用
地
ト
シ
テ
五
十
万
坪

以
上
取
纏
メ
、
昭
和
九
年
九
月
末
日
迄
ニ
豊
田
自
動
へ
譲
渡
ス
ル
コ
ト
。

　
　
二 

　
分
譲
土
地
ハ
家
屋
ヲ
除
ク
地
上
物
件
ヲ
含
ム
モ
ノ
ニ
シ
テ
、
坪
当
リ
平
均
金

弐
拾
銭
以
内
ノ
価
格
ヲ
以
テ
豊
田
自
動
ニ
譲
渡
ス
ル
モ
ノ
ト
ス
。

　
　
　（
以
下
略
）

（
2
）
電
力
供
給
を
め
ぐ
る
抗
争

　
刈
谷
工
場
へ
の
電
力
供
給
は
矢
作
水
力
か
ら
受
電
す
る
こ
と
に
問
題
な
く
決
定
し
た

が
、
こ
れ
に
対
し
挙
母
自
動
車
工
場
の
場
合
は
係
争
化
す
る
。
こ
の
理
由
を
明
ら
か
に

す
る
た
め
、
二
つ
の
事
情
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。

　
第
一
に
、
従
前
は
重
複
供
給
が
認
め
ら
れ
て
お
り
、
需
給
両
者
間
で
合
意
す
れ
ば
他

社
の
介
入
す
る
余
地
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
一
九
三
一
年
四
月
に
、
電
力
地
域
独
占

の
原
則
の
も
と
に
電
気
事
業
法
が
改
正
公
布
さ
れ
て
、
以
後
は
原
則
重
複
区
域
の
設
定

は
し
な
い
こ
と
と
し
、「
他
の
事
業
者
の
供
給
地
に
侵
入
し
て
電
力
の
供
給
）
11
（

」
を
行
う

特
定
供
給
は
、
需
要
の
具
体
的
な
ケ
ー
ス
毎
に
判
断
し
、
必
要
や
む
を
え
な
い
場
合
に

か
ぎ
り
認
め
る
と
い
う
、
逓
信
省
の
許
可
事
項
と
な
っ
た
。
挙
母
自
動
車
工
場
の
場
合

は
、
許
可
基
準
の
「
確
実
又
ハ
低
廉
ナ
ル
電
力
ヲ
特
ニ
必
要
ト
ス
ル
事
業
ニ
対
シ
当
該

地
域
ノ
供
給
事
業
者
ヨ
リ
ノ
供
給
ガ
不
適
当
ナ
ル
ト
キ
）
41
（

」
と
す
る
条
項
が
適
用
で
き
る

か
ど
う
か
が
争
点
で
あ
っ
た
。

自動車試作工場 （愛知製鋼　刈谷工場内）
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第
二
は
、
挙
母
工
場
問
題
の
発
生
に
先
立
ち
、
一
九
三
三
年
一
月
か
ら
日
清
レ
イ
ヨ

ン
岡
崎
工
場
）
41
（

へ
の
特
定
供
給
を
め
ぐ
っ
て
矢
作
水
力
と
中
部
電
力
（
岡
崎
）
の
間
で
係

争
問
題
が
起
き
て
い
た
こ
と
で
あ
る
）
41
（

。
こ
の
係
争
は
、
一
九
三
三
年
六
月
二
十
八
日
、

愛
知
電
気
鉄
道
社
長
藍
川
清
成
の
仲
裁
）
41
（

に
よ
り
、
中
部
電
力
（
岡
崎
）
経
由
で
矢
作
水

力
が
日
清
レ
イ
ヨ
ン
に
供
給
す
る
こ
と
で
決
着
を
み
て
い
た
が
、
解
決
に
あ
た
り
今
後

は
営
業
区
域
を
遵
守
す
る
と
の
協
定
が
交
わ
さ
れ
て
い
た
）
44
（

。

　
日
清
レ
イ
ヨ
ン
問
題
が
決
着
し
て
一
年
半
後
の
一
九
三
四
年
末
、
矢
作
水
力
と
豊
田

自
動
織
機
と
の
間
で
、挙
母
自
動
車
工
場
に
関
す
る
電
力
需
給
の
仮
契
約
が
結
ば
れ
る
。

矢
作
水
力
は
、
一
九
三
四
年
十
二
月
五
日
、
挙
母
自
動
車
工
場
の
電
力
供
給
は
同
社
が

行
う
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
を
中
部
電
力
（
岡
崎
）
に
通
告
し
、
こ
こ
に
両
社
の
抗
争
が

再
燃
し
た
。以
後
の
電
力
供
給
問
題
に
関
わ
る
経
緯
は
、前
掲「
大
和
田
悌
二
日
記（
一
）」

お
よ
び
内
川
論
文
で
も
紹
介
さ
れ
て
い
る
が
、
大
要
を
表
3
に
よ
る
挙
母
自
動
車
工
場

を
め
ぐ
る
紛
争
経
緯
」
に
整
理
し
た
。

　
挙
母
自
動
車
工
場
へ
の
供
給
が
、
挙
母
町
に
電
力
供
給
権
を
有
す
る
中
部
電
力
（
岡

崎
）
で
は
な
く
、新
興
の
卸
売
会
社
で
あ
る
矢
作
水
力
が
選
定
さ
れ
た
理
由
に
つ
い
て
、 

豊
田
紡
織
社
長
の
豊
田
利
三
郎
）
41
（

は
、
自
分
は
東
邦
電
力
の
監
査
役
）
46
（

な
の
で
、
そ
の
関
係

会
社
で
あ
る
中
部
電
力
か
ら
購
入
す
べ
き
か
も
し
れ
な
い
が
、
事
業
の
た
め
に
は
安
価

な
電
力
が
必
要
で
あ
る
と
し
て
、
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
た
）
47
（

。

自
動
車
工
業
の
国
家
的
使
命
自
覚
の
下
に
、
他
事
業
の
利
益
に
て
採
算
無
視
、
自

動
車
国
産
化
促
進
の
為
、
全
力
を
尽
す
考
へ
な
る
に
付
て
は
、
電
力
料
金
の
面
に

て
も
氏
の
素
志
貫
徹
に
協
力
あ
る
様
、
当
局
の
斡
旋
を
得
度
し
。
自
分
は
東
邦
電

力
の
監
査
役
と
し
て
、
子
会
社
中
部
電
力
を
扶
け
度
き
も
、
私
情
は
抛
つ
と
も
、

事
業
の
為
安
価
の
電
力
を
受
く
る
要
あ
り
、
現
在
刈
谷
に
て
電
炉
に
て
自
動
車
用

の
鋼
材
を
製
造
し
居
る
が
、
矢
作
水
力
の
特
定
供
給
に
は
満
足
し
居
れ
り

　
一
九
三
四
年
十
二
月
十
八
日
、
中
部
電
力
（
岡
崎
）
は
矢
作
水
力
の
挙
母
自
動
車
工

場
へ
の
供
給
は
、
申
合
せ
に
反
し
承
服
で
き
な
い
と
厳
重
に
抗
議
し
た
が
）
41
（

、
翌
一
九
三

五
年
一
月
十
五
日
、
矢
作
水
力
は
逓
信
省
に
特
定
供
給
申
請
を
行
っ
た
。
こ
の
た
め
中

部
電
力
（
岡
崎
）
は
、
紳
士
協
定
に
も
特
定
供
給
許
可
基
準
に
も
違
反
す
る
と
し
て
逓

信
省
に
陳
情
書
を
提
出
し
、
監
督
官
庁
を
巻
き
込
ん
だ
係
争
と
な
っ
た
。

　
名
古
屋
逓
信
局
の
大
和
田
局
長
は
自
動
車
製
造
は
国
策
上
必
要
な
事
業
で
あ
る
と
し

て
、
一
月
十
一
日
の
記
事
（
表
3
）
に
あ
る
よ
う
に
、
当
初
か
ら
特
定
供
給
の
適
用
に

前
向
き
の
姿
勢
を
示
し
た
。
監
督
官
庁
が
豊
田
自
動
織
機
寄
り
の
姿
勢
を
示
し
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
中
部
電
力
（
岡
崎
）
が
強
く
抵
抗
し
た
の
は
、
次
の
工
場
進
出
で
も
同

じ
こ
と
が
繰
り
返
さ
れ
る
の
を
牽
制
す
る
狙
い
も
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
交
渉
は
大
和

田
逓
信
局
長
の
積
極
的
な
仲
介
で
進
め
ら
れ
、
二
月
十
八
日
か
ら
二
十
六
日
に
か
け
て

挙
母
自
動
車
工
場
に
必
要
な
電
力
は
矢
作
水
力
か
ら
中
部
電
力
に
供
給
し
、
中
部
電
力

か
ら
同
工
場
に
供
給
す
る
と
い
う
方
法
で
合
意
に
近
づ
き
、
三
月
三
十
日
の
記
事
に
見

る
よ
う
に
、
残
る
問
題
は
、
①
両
社
の
受
電
地
点
を
ど
こ
に
す
る
か
、
②
電
力
料
を
い

く
ら
に
す
る
か
と
い
っ
た
点
に
絞
ら
れ
て
い
た
。

　
こ
の
よ
う
な
な
か
、
豊
田
自
動
織
機
で
は
、
用
地
交
渉
の
遅
延
と
併
せ
、
電
力
受
電

問
題
の
難
航
な
ど
を
理
由
に
、
挙
母
自
動
車
工
場
の
計
画
を
見
直
し
、
当
面
刈
谷
地
域

で
製
造
す
る
こ
と
を
決
め
、
特
定
供
給
の
申
請
は
一
旦
白
紙
に
戻
っ
た
。
契
約
取
消
し

を
伝
え
る
中
村
寿
一
町
長
宛
文
書
）
41
（

は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

拝
啓
益
々
御
清
祥
之
段
奉
慶
賀
候
　
陳
は
予
て
御
高
配
を
煩
は
し
居
る
工
場
敷
地

の
件
、
御
配
慮
の
程
を
十
分
御
察
申
上
居
候
得
共
、
何
分
登
記
手
続
き
延
引
に
延

引
を
重
ね
候
為
、
時
機
を
失
し
事
業
計
画
上
支
障
不
少
、
今
後
四マ

偉マ

の
状
勢
如
何

に
よ
り
て
は
工
場
建
設
覚
束
な
く
工
場
用
地
と
し
て
御
契
約
存
続
致
兼
候
間
、
甚

だ
恐
入
候
得
共
、
此
際
工
場
敷
地
と
し
て
の
御
契
約
御
取
消
被
下
度
此
段
以
書
中
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表 3　　「大和田悌二日記」による挙母自動車工場受電をめぐる紛争経緯

年月日 　記　　　事

1935年 1 月11日
小山電気課長から挙母自動車工場への電気供給をめぐる係争の報告を受ける。豊田自動織機社長豊田利三郎
と面談、国家に必要な事業として挙母自動車工場建設への協力を約束。

1月15日 矢作水力、豊田自動織機挙母自動車工場への特定供給許可申請書を提出。

2月18日
中部電力（岡崎）社長高石弁治の来局を求め、矢作水力から受電し挙母自動車工場へ供給することで、供給
区域独占の確保を勧める。

2月25日
中部電力（岡崎）会長藍川清成と面談、矢作水力から3000㎾の電力購入を提案。藍川会長は東邦電力（親会
社）と協議の上回答すると答える。

2月26日
矢作水力杉山副社長と面談、中部電力（岡崎）経由での挙母自動車工場への電力供給を提案。杉山副社長は
当局に一任と回答。

2月27日 新愛知新聞有吉記者に「事業の重要性に鑑み特定供給も考慮」と語る。

3月 2日
豊田自動織機社長豊田利三郎と面談、豊田利三郎社長は「自分は東邦電力の監査役として子会社中部電力を
扶けたきも、事業のため安価な電力を受くる必要あり。刈谷工場に供給している矢作水力の特定供給は満足
している。」と述べる。自分からは「豊富低廉正常なる電力供給に協力を惜しまない」と伝える。

3月 5日
本省に出張。清水電気局長ほかに挙母自動車工場に対する供給問題の現状を報告。名古屋逓信局の方針での
処理に賛同を得る。

3月12日 名古屋新聞長坂記者、新愛知新聞有吉記者から、挙母自動車工場の現状につき取材される。（ 3月13日掲載）

3月22日 中部電力（岡崎）藍川会長、高石社長来局。矢作から3000㎾を受電すると回答。

3月23日
矢作水力杉山副社長来局。中部電力（岡崎）が矢作水力からの電力を購入し挙母工場へ供給するとの意向を
伝える。杉山副社長同意、中部電力（岡崎）への妥当な料金が課題と述べる。

3月30日
中部電力高石社長、矢作水力杉山副社長来局、3000㎾の受電について協議。手数料および受電地点について
は意見纏まらず。

4月 4日 名古屋逓信局において、矢作水力と中部電力（岡崎）で両者間の受電条件について協議。

4月12日 中部電力（岡崎）は特定供給と誤解を招くので挙母での受電は受入れられないと回答。

4月13日
名古屋逓信局において、矢作水力、中部電力（岡崎）が協議。電力の供給は電炉用に限定せず一般価格で売
却することで大筋合意。また挙母受電は行わないこととなった。

4月23日
中部電力（岡崎）高石社長から受電場所は刈谷変電所で2000㎾、戸崎変電所で1000㎾を受電と回答。料金に
ついては 1㎾h 1 銭 6 厘を希望。（矢作水力は 1銭 8厘を主張）

5月 1日
矢作水力杉山副社長に中部電力（岡崎）からの申出を伝え、今後は両社間での直接交渉を要請。このとき、
杉山副社長から、挙母工場断念の記事があるとの報告を聞く。

5月 2日
矢作水力杉山副社長から、「豊田自動織機では①紡績業の不振、②工場用地取得問題の難航もあり、巨額投
資への慎重論が出ている」と報告を受ける。

5月 9日
「挙母工場計画は中止し、刈谷にて試作を続け、後日を期す。理由は用地取得問題、電力の供給問題もあり、
巨額投資は自重する」と、小山電気課長から来信。

5月20日 矢作水力杉山副社長来局、挙母自動車工場の特定供給申請取下げを決定と報告あり。

6月 3日 豊田自動織機、挙母自動車工場の特定供給による受電申請を取下げ。

7月 2日 豊田自動織機豊田利三郎社長来局、挙母自動車工場の特定供給取下げにつき説明を受ける。
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申
述
候
　
　
敬
具

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
月
二
十
一
日
　 

（
3
）
刈
谷
組
立
工
場
の
建
設

　
挙
母
工
場
か
ら
刈
谷
組
立
工
場
へ
の
方
針
転
換
の
理
由
に
つ
い
て
、「
大
和
田
悌
二

日
記
」
の
一
九
三
五
年
五
月
九
日
付
の
記
事
で
は
、
巨
額
の
投
資
へ
の
慎
重
論
が
社
内

に
高
ま
り
、「
電
力
供
給
上
の
紛
糾
も
五
月
蠅
き
口
実
の
一
と
な
り
、
一
先
づ
自
重
す

る
説
が
大
勢
を
支
配
し
、
五
月
二
十
四
日
附
申
請
書
の
取
下
げ
）
11
（

と
な
り
、
本
件
は
白
紙

還
元
せ
り
」と
の
名
古
屋
逓
信
局
小
山
電
気
課
長
の
来
信（
報
告
）を
記
載
し
て
い
る
。

ま
た
七
月
二
日
に
来
局
し
た
豊
田
紡
織
社
長
の
豊
田
利
三
郎
は
、
計
画
中
断
の
理
由
に

つ
い
て
「
自
動
車
事
業
は
、
挙
母
用
地
に
問
題
生
ぜ
る
こ
と
、
矢
作
・
中
部
の
電
力
供

給
の
紛
争
も
双
方
義
理
）
11
（

あ
り
、
結
局
尚
鋼
材
の
質
等
検
討
を
要
し
）
11
（

、
今
暫
く
刈
谷
に
て

研
究
を
つ
づ
け
る
こ
と
ゝ
し
、
後
日
を
期
す
る
こ
と
」
と
大
和
田
局
長
に
説
明
し
て
い

る
。
す
な
わ
ち
、
社
内
に
は
財
閥
系
企
業
で
も
取
り
組
ん
で
い
な
い
自
動
車
事
業
へ
の

進
出
に
慎
重
論
が
あ
り
、
工
場
用
地
の
取
得
難
、
電
力
供
給
問
題
の
難
航
を
理
由
に
、

挙
母
工
場
で
の
自
動
車
製
造
計
画
は
一
旦
中
止
し
、
刈
谷
町
に
組
立
工
場
を
設
け
、
自

動
車
製
造
を
推
進
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
刈
谷
で
の
組
立
工
場
設
置
に
切
り
替
え
た
の
は
、
豊
田
自
動
織
機
に
は
ゆ
っ
く
り
で

き
な
い
事
情
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。「
急
い
だ
理
由
は
た
だ
一
つ
で
あ
っ
た
。そ
れ
は
、

一
九
三
六
年
五
月
に
公
布
さ
れ
、
七
月
に
施
行
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
自
動
車
製

造
事
業
法
を
に
ら
ん
で
、
生
産
実
績
あ
げ
て
お
く
こ
と
で
あ
っ
た
）
11
（

」
と
さ
れ
る
。
豊
田

自
動
織
機
は
、
す
で
に
一
九
三
四
年
三
月
に
試
作
工
場
を
設
け
て
自
動
車
の
試
作
を
始

め
て
い
た
が
、
生
産
が
増
え
る
に
つ
れ
て
試
作
工
場
は
手
狭
に
な
っ
て
い
た
。
こ
の
た

め
、試
作
工
場
か
ら
約
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
東
方
の
中
央
紡
織
の
隣
接
地
に
、ボ
デ
ィ
ー
、

シ
ャ
ー
シ
ー
等
の
組
立
て
や
塗
装
を
行
う
自
動
車
組
立
工
場
）
14
（

を
一
九
三
六
年
五
月
に
完

成
さ
せ
て
い
る
。
そ
の
後
は
国
の
支
援
も
あ
っ
て
自
動
車
生
産
は
順
調
に
伸
び
、
一
九

三
六
年
度
に
は
乗
用
車
八
〇
〇
台
、
ト
ラ
ッ
ク
・
バ
ス
二
二
〇
〇
台
、
計
三
〇
〇
〇
台

の
生
産
が
見
込
ま
れ
て
い
た
）
11
（

。
一
九
三
六
年
九
月
十
四
日
か
ら
、
東
京
府
商
工
奨
励
館

で
大
衆
自
動
車
完
成
記
念
展
覧
会
が
開
催
）
16
（

さ
れ
て
い
た
が
、
そ
の
最
中
に
待
望
の
自
動

車
製
造
事
業
法
）
17
（

に
よ
る
許
可
会
社
へ
の
指
定
の
決
定
が
伝
え
ら
れ
た
。

　
こ
の
組
立
工
場
へ
の
電
力
供
給
を
め
ぐ
っ
て
も
、
矢
作
水
力
と
中
部
電
力
（
岡
崎
）

と
の
間
で
紛
争
が
起
き
、
第
二
の
挙
母
自
動
車
工
場
問
題
と
し
て
注
目
さ
れ
た
が
、
一

九
三
六
年
一
月
に
大
和
田
名
古
屋
逓
信
局
長
が
本
省
経
理
局
長
に
転
出
す
る
の
を
機

に
、
矢
作
水
力
に
よ
る
特
定
供
給
（
一
〇
〇
〇
キ
ロ
ワ
ッ
ト
）
と
決
ま
っ
た
。 

決
定

の
理
由
は
、
豊
田
自
動
織
機
刈
谷
工
場
が
製
鋼
工
場
を
設
置
す
る
際
、
す
で
に
増
設
を

見
越
し
て
特
定
供
給
が
計
画
さ
れ
て
い
た
た
め
と
さ
れ
て
い
る
）
11
（

。「
大
和
田
悌
二
日
記
」

の
一
九
三
五
年
二
月
十
八
日
を
見
る
と
、「
矢
作
は
現
在
刈
谷
豊
田
工
場
に
特
定
供
給

中
な
る
が
、
若
し
豊
田
自
動
車
が
刈
谷
工
場
内
に
設
け
ら
る
れ
ば
特
定
供
給
の
増
量
認

め
ら
る
べ
き
」
と
い
う
大
和
田
局
長
の
発
言
に
対
し
、
中
部
電
力
社
長
の
「
高
石
氏
肯

定
」
と
あ
り
、
刈
谷
工
場
で
増
設
さ
れ
る
場
合
に
つ
い
て
は
、
矢
作
水
力
が
電
力
供
給

す
る
こ
と
に
当
初
は
肯
定
的
に
答
え
て
い
た
）
11
（

。
こ
の
決
定
は
、
大
和
田
局
長
の
国
産
自

動
車
産
業
の
育
成
支
援
と
い
う
考
え
が
反
映
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
結
果
、
豊
田

自
動
織
機
の
電
力
契
約
は
、
従
来
の
三
七
〇
〇
キ
ロ
ワ
ッ
ト
か
ら
四
七
〇
〇
キ
ロ
ワ
ッ

ト
へ
と
増
加
し
て
い
る
）
61
（

。

（
4
）
ト
ヨ
タ
自
動
車
工
業
の
設
立
と
挙
母
自
動
車
工
場
の
建
設

　
組
立
工
場
で
の
自
動
車
生
産
は
、
自
動
車
製
造
事
業
法
の
許
可
会
社
の
指
定
（
一
九

三
六
年
九
月
十
九
日
付
）
を
受
け
て
、
本
格
的
な
製
造
が
始
ま
り
、
自
動
車
部
門
が
分
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離
さ
れ
る
直
前
に
は
豊
田
自
動
織
機
の
売
上
高
の
約
半
分
が

自
動
車
関
連
で
占
め
ら
れ
る
ま
で
に
な
っ
て
い
く
）
61
（

。
一
方
、

挙
母
自
動
車
工
場
の
用
地
問
題
は
、
豊
田
自
動
織
機
か
ら
契

約
取
消
し
の
通
告
を
受
け
た
後
も
、
挙
母
町
長
中
村
寿
一
が

先
頭
に
立
っ
て
交
渉
を
急
ぎ
、
一
九
三
五
年
十
二
月
ま
で
に

地
主
側
と
の
話
し
合
い
が
ま
と
ま
っ
た
。
豊
田
自
動
織
機
で

は
用
地
引
渡
し
を
経
て
、
十
二
月
十
四
日
に
地
鎮
祭
を
挙
行

し
、
整
地
工
事
が
開
始
さ
れ
る
。

　
一
九
三
七
年
八
月
二
十
七
日
、
豊
田
自
動
織
機
か
ら
独
立

し
て
、
ト
ヨ
タ
自
動
車
工
業
株
式
会
社
（
資
本
一
二
〇
〇
万

円
）
が
設
立
さ
れ
、
社
長
に
豊
田
利
三
郎
、
副
社
長
に
豊
田

喜
一
郎
が
就
任
し
た
。
九
月
二
十
九
日
に
は
、
挙
母
自
動
車

工
場
の
起
工
式
が
行
わ
れ
、
翌
一
九
三
八
年
十
一
月
三
日
に

挙
母
工
場
が
完
成
す
る
。

　
挙
母
工
場
へ
の
電
力
供
給
問
題
は
、
一
九
三
七
年
八
月
三

十
一
日
、
当
局
の
慫
慂
を
受
け
て
中
部
電
力
（
岡
崎
）
が
東

邦
電
力
に
合
併
）
61
（

さ
れ
た
た
め
、
東
邦
電
力
対
矢
作
水
力
の
関

係
へ
と
移
り
、
局
面
は
大
き
く
変
わ
る
。
矢
作
水
力
と
東
邦

電
力
の
間
に
は
、
白
山
水
力
系
統
の
三
万
四
〇
〇
キ
ロ
ワ
ッ

ト
）
61
（

、矢
作
川
系
統
の
六
五
〇
〇
キ
ロ
ワ
ッ
ト
の
契
約
）
64
（

が
あ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
料
金
改
訂
等
の
問
題
を
抱
え
て
い
た
。
日
中
戦
争

の
勃
発
と
い
う
時
代
背
景
の
な
か
、
中
部
地
方
の
電
力
界
で

は
協
調
体
制
へ
の
機
運
が
高
ま
り
、
東
邦
電
力
と
矢
作
水
力

の
間
で
も
対
立
の
解
消
が
は
か
ら
れ
た
。
挙
母
自
動
車
工
場

向
け
の
電
力
供
給
に
つ
い
て
は
東
邦
電
力
が
行
う
こ
と
と
な
り
、
矢
作
水
力
の
特
定
供

給
は
な
く
な
っ
た
。
そ
の
一
方
で
東
邦
電
力
は
矢
作
水
力
か
ら
毎
年
一
〇
〇
〇
キ
ロ

ワ
ッ
ト
を
三
年
間
受
電
す
る
こ
と
と
し
た
。
協
定
の
要
旨
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
）
61
（

。

　
　
一 

　
旧
中
部
電
力
は
昭
和
十
三
年
以
降
同
十
五
年
の
三
ヶ
年
間
に
お
い
て
毎
年
矢

作
水
力
よ
り
一
千
キ
ロ
を
受
電
す
る
こ
と
、
但
し
旧
中
部
電
力
が
電
源
に
不
足

を
来
た
し
矢
作
水
力
に
余
剰
電
力
が
あ
る
場
合
は
そ
の
都
度
両
社
が
協
議
の
上

需
給
契
約
を
為
す
こ
と

　
　
一 

　
矢
作
水
力
は
原
則
と
し
て
今
後
旧
中
部
電
力
の
供
給
区
域
に
直
接
供
給
を
行

は
ざ
る
こ
と

　
　
一 

　
矢
作
水
力
は
旧
中
部
電
力
の
重
複
営
業
区
域
内
に
於
て
は
原
則
と
し
て
卸
売

業
者
と
な
り
、
旧
中
部
電
力
は
原
則
と
し
て
小
売
を
専
門
と
な
す
事

　
　
一 

　
両
社
間
に
需
給
上
の
紛
糾
が
生
じ
た
場
合
、
両
社
は
善
意
を
以
っ
て
こ
れ
が

解
決
を
図
り
、
苟
し
く
も
利
害
衝
突
に
依
る
両
社
の
反
目
を
来
た
さ
ざ
る
や
う

注
意
す
る
事

　
挙
母
自
動
車
工
場
へ
の
電
力
供
給
は
、
一
九
三
八
年
十
一
月
二
十
八
日
か
ら
開
始
さ

れ
た
。
表
4
か
ら
契
約
の
状
況
（
一
九
三
九
年
末
）
を
確
認
す
る
と
、
ト
ヨ
タ
自
動
車

工
業
は
東
邦
電
力
か
ら
八
五
〇
〇
キ
ロ
ワ
ッ
ト
を
受
電
し
て
お
り
、
愛
知
県
で
は
矢
作

水
力
が
供
給
す
る
矢
作
工
業
の
二
万
七
〇
〇
〇
キ
ロ
ワ
ッ
ト
、
豊
田
自
動
織
機
の
九
〇

〇
〇
キ
ロ
ワ
ッ
ト
に
つ
ぎ
、
三
番
目
の
規
模
で
あ
っ
た
。
工
場
建
設
の
責
任
者
で
あ
っ

た
菅
隆
俊
）
66
（

は
、「
電
力
は
わ
れ
わ
れ
の
工
場
敷
地
の
北
に
建
て
ら
れ
た
電
力
会
社
の
変

電
所
か
ら
供
給
さ
れ
る
。
こ
の
変
電
所
の
敷
地
は
会
社
が
提
供
し
た
）
67
（

」
と
記
し
、
続
け

て
「
工
場
内
の
変
電
所
は
、
1 

0 

0 

0 

0
ボ
ル
ト
の
電
圧
で
電
力
を
受
け
取
り
、
そ
の

容
量
は
1 

5
、0 
0 
0
Ｋ
Ｖ
Ａ
で
あ
る
。
こ
の
変
電
所
の
ほ
か
に
、
二
つ
の
副
変
電
所

を
機
械
工
場
と
鋳
物
工
場
の
電
気
溶
解
炉
の
た
め
に
設
け
、
1 

0
、0 

0 

0
ボ
ル
ト
の

表 4　豊田系企業への電力供給（昭和14年末）

会社 所在地 設立年月 使用開始（電力） 供給会社 契約㎾

トヨタ自動車 挙母市大字下市場 1938年11月28日 1938年11月28日 東邦電力 8,500
豊田自動織機 刈谷市大字刈谷 1926年11月17日 1927年 3 月28日 矢作水力 9,000

豊田紡織刈谷工場 刈谷市大字刈谷 1918年 1 月29日 1924年 4 月21日 矢作水力 1,600
（出典）名古屋逓信局『管内電気事業要覧』第19回。
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電
流
を
流
す
こ
と
に
よ
り
、
電
力
の
損
失
を
節
減
し
た
」
と
、
工
場
内
の
電
力
施
設
の

状
況
や
節
電
の
努
力
を
伝
え
て
い
る
。
挙
母
自
動
車
工
場
の
北
側
に
は
、
岩
津
発
電
所

か
ら
挙
母
変
電
所
へ
と
結
ぶ
二
万
ボ
ル
ト
の
送
電
線
が
走
っ
て
お
り
、
東
邦
電
力
は
こ

こ
か
ら
分
岐
し
て
変
電
所
を
設
け
、
一
万
ボ
ル
ト
に
低
下
さ
せ
て
供
給
し
た
の
で
あ
ろ

う
。む

す
び
―
豊
田
系
事
業
へ
の
電
力
供
給
を
め
ぐ
る
連
続
性
と
関
係
性
―

　

　
こ
れ
ま
で
、
草
創
期
の
豊
田
系
事
業
に
お
け
る
電
力
供
給
会
社
の
選
択
を
め
ぐ
り
、

豊
田
系
企
業
に
お
け
る
連
続
性
と
、
豊
田
系
企
業
と
電
力
会
社
に
お
け
る
関
係
性
に
注

目
し
な
が
ら
検
討
し
て
き
た
。
最
後
に
、
受
電
会
社
選
択
に
関
わ
る
議
論
を
、
連
続
性

と
関
係
性
と
い
う
観
点
か
ら
整
理
し
（
表
5
参
照
）、
結
び
と
す
る
。

　
一
九
一
二
年
に
建
設
さ
れ
た
豊
田
自
動
織
布
工
場
（
後
の
豊
田
紡
織
）
の
運
転
動
力

は
、
当
初
の
蒸
気
機
関
か
ら
自
家
用
発
電
所
併
設
に
よ
る
電
気
動
力
へ
の
転
換
、
東
邦

電
力
か
ら
日
本
電
力
へ
の
買
電
先
の
変
更
な
ど
目
ま
ぐ
る
し
く
変
遷
し
た
。
豊
田
自
動

織
機
を
始
め
と
す
る
受
電
会
社
の
切
替
え
は
、
名
古
屋
地
区
を
拠
点
と
す
る
東
邦
電
力

の
経
営
に
大
き
な
影
響
を
与
え
、
大
同
電
力
に
全
面
的
に
依
存
し
た
従
来
の
供
給
体
制

か
ら
自
主
開
発
路
線
へ
の
転
換
を
も
た
ら
し
た
。

　
そ
の
後
、
豊
田
紡
織
は
刈
谷
工
場
の
建
設
を
進
め
る
。
同
工
場
で
も
、
電
力
の
安
定

供
給
と
電
力
コ
ス
ト
の
低
減
を
重
視
し
、
地
元
に
供
給
権
を
有
す
る
岡
崎
電
灯
で
は
な

く
、
料
金
の
割
安
な
矢
作
水
力
か
ら
の
受
電
を
選
択
し
た
）
61
（

。
ま
た
織
機
製
作
部
門
が
独

立
し
た
豊
田
自
動
織
機
や
、
関
連
会
社
と
し
て
設
立
し
た
中
央
紡
織
も
矢
作
水
力
か
ら

の
受
電
を
選
択
し
た
。
こ
の
時
期
の
大
口
工
場
へ
の
電
力
供
給
は
自
由
競
争
が
認
め
ら

れ
て
お
り
、
需
要
家
側
も
電
力
会
社
側
も
自
由
競
争
を
前
提
に
行
動
し
て
い
た
。
矢
作

水
力
の
設
立
を
主
導
し
た

福
沢
桃
介
は
、
豊
田
系
企

業
の
経
営
者
と
親
し
い
服

部
兼
三
郎
に
注
目
し
、
矢

作
水
力
の
取
締
役
を
依
嘱

す
る
と
と
も
に
、
福
沢
桃

介
自
身
も
服
部
が
設
立
し

た
岡
崎
紡
績
の
監
査
役
に

な
る
な
ど
服
部
と
の
関
係

を
深
め
、
こ
れ
に
よ
っ
て

服
部
自
身
の
進
め
る
事
業

へ
の
電
力
供
給
と
、
服
部

が
影
響
力
を
持
つ
豊
田
関

連
工
場
か
ら
の
電
力
受
注

の
橋
渡
し
を
期
待
し
た
と

考
え
ら
れ
る
。

　
工
場
用
需
要
を
め
ぐ
る

激
し
い
市
場
争
奪
戦
は
、

第
一
次
大
戦
ブ
ー
ム
が
終

わ
り
需
要
が
低
迷
し
始
め

る
と
、
全
国
各
地
で
電
力

経
営
に
混
乱
を
も
た
ら
し

た
。
こ
の
た
め
、
供
給
区

域
独
占
の
原
則
が
再
確
認

表 5　電力供給をめぐる豊田系企業と電力会社の対応

区分 豊田関係会社 受電会社 豊田系企業と電力会社の対応状況

名古屋工場時代
豊田自動紡織

豊田紡織

東邦電力から

日本電力へ

○ 蒸気機関から電気動力への転換
○ 自家用併用→買電主体→受電先の変更
● 日本電力・東邦電力間の需給協定
● 東邦電力の自主供給体制への転換

刈谷工場時代
豊田紡織

豊田自動織機
矢作水力

○ 電力供給先に矢作水力の選定（豊田紡織）
○ 豊田自動織機、中央紡織も矢作水力から受電
● 矢作水力の受注努力（服部兼三郎の影響力）
● 岡崎電灯の供給力不足

挙母工場時代
豊田自動織機

トヨタ自動車
東邦電力

○ 電力供給先に矢作水力の選定
○ 工場計画の一時中断と刈谷組立工場建設
● 特定供給をめぐる矢作水力・中部電力（岡崎）の係争
● 中部電力（岡崎）と東邦電力合併

（注）○は豊田側の動き、●は電力会社側の動きを示す。
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さ
れ
、
電
気
事
業
法
の
改
正
が
は
か
ら
れ
た
。
工
場
向
け
の
電
力
供
給
の
枠
組
み
も
変

更
さ
れ
、
地
元
会
社
の
供
給
に
よ
り
が
た
い
場
合
に
は
、
特
定
供
給
許
可
基
準
に
基
づ

い
て
監
督
官
庁
が
個
別
に
判
断
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
挙
母
自
動
車
工
場
に
つ
い
て
み

る
と
、
豊
田
自
動
織
機
は
こ
の
枠
組
み
の
も
と
で
も
矢
作
水
力
か
ら
の
特
定
供
給
を
望

み
、
そ
の
結
果
矢
作
水
力
と
中
部
電
力
（
岡
崎
）
と
の
間
で
、
監
督
官
庁
を
巻
き
込
む

係
争
と
な
っ
た
。
こ
の
係
争
が
長
引
い
た
こ
と
が
一
つ
の
要
因
に
な
っ
て
、
挙
母
自
動

車
工
場
の
計
画
も
修
正
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
計
画
は
一
旦
中
断
さ
れ
、
刈
谷
町
で
の

組
立
工
場
建
設
へ
と
方
向
転
換
し
た
。
こ
の
組
立
工
場
の
電
気
供
給
を
め
ぐ
っ
て
も
係

争
に
な
り
か
け
た
が
、
名
古
屋
逓
信
局
の
裁
断
で
矢
作
水
力
に
よ
る
供
給
と
な
っ
て
い

る
。

　
戦
時
経
済
体
制
の
構
築
が
進
み
電
力
統
制
の
機
運
が
高
ま
る
な
か
、
一
九
三
七
年
八

月
に
は
、
当
局
の
慫
慂
を
受
け
て
中
部
電
力
（
岡
崎
）
は
東
邦
電
力
に
合
併
さ
れ
る
。

そ
の
結
果
、
矢
作
水
力
と
中
部
電
力
（
岡
崎
）
と
の
係
争
は
東
邦
電
力
対
矢
作
水
力
の

関
係
へ
と
移
行
し
、
両
社
の
協
議
を
経
て
挙
母
工
場
へ
の
電
力
供
給
は
原
則
ど
お
り
東

邦
電
力
が
供
給
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
こ
の
経
緯
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
他
の
事
業
者
の
供
給
区
域
に
侵
入
し
て
電
力
供
給

を
行
う
特
定
供
給
の
運
用
、
と
り
わ
け
そ
れ
が
係
争
化
す
る
場
合
に
は
、
電
気
事
業
者

間
に
お
け
る
話
し
合
い
を
前
提
と
し
、
会
社
間
の
紳
士
協
定
に
よ
っ
て
補
完
さ
れ
て
機

能
し
う
る
と
い
う
面
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
特
定
供
給
は
、
電
力
供
給
先
に
国
が
公
共
的

な
立
場
か
ら
介
入
で
き
る
仕
組
み
で
は
あ
っ
た
が
、
当
局
が
国
家
的
な
観
点
か
ら
自
動

車
生
産
へ
の
特
定
供
給
を
進
め
よ
う
と
し
て
も
実
現
が
容
易
で
は
な
か
っ
た
よ
う
に
、

国
の
意
志
を
反
映
さ
せ
る
に
は
な
お
不
十
分
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
事
実
か
ら
み
て
、

特
定
供
給
制
度
は
電
力
国
家
管
理
へ
と
繋
が
る
過
渡
的
な
体
制
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

　
以
上
を
ま
と
め
る
と
、
豊
田
系
企
業
で
は
低
廉
で
安
定
し
た
電
力
調
達
を
一
貫
し
て

追
求
し
、
電
力
の
地
域
独
占
と
い
う
枠
組
み
を
越
え
て
特
定
供
給
を
選
択
し
た
。
こ
う

し
た
経
営
行
動
は
、
程
度
に
差
は
あ
る
も
の
の
、
新
規
に
電
力
供
給
を
求
め
る
他
の
事

業
者
に
も
共
通
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
、そ
の
こ
と
が
電
力
会
社
の
行
動
変
容
を
促
し
、

ま
た
、
電
力
政
策
の
改
変
を
も
た
ら
し
た
。
東
邦
電
力
の
供
給
体
制
を
自
主
開
発
路
線

に
転
換
さ
せ
、
矢
作
水
力
が
受
注
確
保
に
向
け
た
人
脈
づ
く
り
に
力
を
注
い
だ
背
景
に

は
こ
の
よ
う
な
力
が
働
い
て
い
た
。
ま
た
、
電
力
政
策
面
で
は
、
自
由
競
争
に
よ
る
混

乱
を
解
消
す
る
た
め
、
地
域
独
占
の
原
則
が
確
認
さ
れ
、
電
気
事
業
法
が
改
正
さ
れ
て

特
定
供
給
の
許
可
制
度
が
整
備
さ
れ
た
が
、
な
お
不
安
定
で
あ
り
過
渡
的
な
体
制
で

あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
需
要
家
側
の
行
動
と
電
力
会
社
側
の
対
応
と
が
相
互
に
影
響

し
合
い
、
関
係
性
を
持
ち
な
が
ら
電
力
の
供
給
体
制
は
変
遷
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

（
1
）
本
稿
で
は
豊
田
自
動
織
機
が
愛
知
県
西
加
茂
郡
挙
母
町
に
設
置
し
た
自
動
車
工
場
を
中
心

に
記
述
す
る
の
で
、
以
下
挙
母
自
動
車
工
場
と
呼
ぶ
。
な
お
、
挙
母
町
は
一
九
五
一
年
に
市

制
が
施
行
（
挙
母
市
）
さ
れ
、
ま
た
一
九
五
九
年
一
月
か
ら
豊
田
市
に
変
更
さ
れ
て
い
る
。

（
2
） 

ト
ヨ
タ
自
動
車
工
業
社
史
編
集
委
員
会
『
ト
ヨ
タ
自
動
車
20
年
史
』（
一
九
五
八
年
十
一

月
）、
ト
ヨ
タ
自
動
車
工
業
社
史
編
集
委
員
会
『
ト
ヨ
タ
自
動
車
30
年
史
』（
一
九
六
七
年
）、

豊
田
自
動
織
機
製
作
所
四
十
年
史
編
集
委
員
会
『
四
十
年
史
』（
一
九
六
七
年
十
二
月
）、
岡

本
藤
次
郎
編
『
豊
田
紡
織
株
式
会
社
史
』（
一
九
五
三
年
四
月
）、
豊
田
紡
織
株
式
会
社
『
豊

田
紡
織
45
年
史
』
一
九
九
六
年
六
月
、
愛
知
製
鋼
社
史
編
集
委
員
会
『
愛
知
製
鋼
50
年
史
』

（
一
九
九
〇
年
十
一
月
）
な
ど
。
ほ
か
に
、
楫
西
光
速
『
豊
田
佐
吉
』（
株
）
一
九
六
二
年

六
月
）、
和
田
一
夫
・
由
井
常
彦
『
豊
田
喜
一
郎
伝
』（
二
〇
〇
二
年
三
月
）、
岡
本
藤
次
郎
・

石
田
退
三
編
『
豊
田
利
三
郎
氏
伝
記
』（
一
九
五
八
年
六
月
）
な
ど
の
伝
記
を
参
照
。

（
3
）
中
部
電
力
に
は
、
同
社
の
ほ
か
、
多
治
見
に
本
社
を
置
く
中
部
電
力
、
電
力
再
編
成
後
設

立
し
た
中
部
電
力
の
三
社
が
あ
り
、
混
同
を
避
け
る
た
め
以
下
「
中
部
電
力
（
岡
崎
）」
と

記
載
す
る
。
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（
4
）
内
川
隆
文
「
1 

9 

3 

0
年
代
逓
信
省
電
力
行
政
の
変
遷
―
中
部
電
力
・
矢
作
水
力
間
の
紛

争
を
め
ぐ
る
革
新
官
僚
・
大
和
田
悌
二
の
言
説
を
中
心
に
―
」（『Q

uadrante

』
№
22
、

二
〇
二
〇
年
三
月
）。

（
5
）「
大
和
田
悌
二
日
記
」
は
、「
大
和
田
悌
二
関
係
文
書
」
と
し
て
東
京
大
学
近
代
法
政
史
料

セ
ン
タ
ー
が
所
蔵
し
て
い
る
。
一
九
三
五
年
分
は
、『
東
京
都
立
大
学 

法
学
界
雑
誌
』（
第

四
〇
巻
第
一
号 
一
九
九
九
年
七
月
）
に
お
い
て
「
大
和
田
悌
二
日
記
（
一
）」
と
し
て
翻
刻

さ
れ
て
い
る
。

（
6
）
大
和
田
悌
二
（
一
八
八
八
～
一
九
八
七
）：
一
九
一
五
年
京
都
帝
大
法
科
卒
業
、
一
九
一
七

年
逓
信
省
に
入
り
、
海
運
監
督
業
務
、
文
書
課
長
を
経
て
、
一
九
三
四
年
に
名
古
屋
逓
信
局

長
、
一
九
三
六
年
一
月
に
経
理
局
長
、
同
年
三
月
電
気
局
長
に
転
じ
、
第
一
次
電
力
国
家
管

理
の
実
現
に
貢
献
し
た
。
一
九
三
九
年
三
月
逓
信
次
官
に
就
任
し
、
翌
年
八
月
退
官
。

一
九
四
一
年
二
月
に
日
本
曹
達
社
長
に
就
任
、
一
九
八
七
年
に
九
八
歳
で
没
し
た
。

（
7
）
内
川
論
文
は
、
①
特
定
供
給
制
度
は
関
係
会
社
間
の
卸
売
契
約
に
よ
っ
て
成
立
す
る
妥
協

的
性
格
を
持
つ
こ
と
、
②
大
和
田
悌
二
は
改
正
電
気
事
業
の
も
と
で
特
定
供
給
制
度
の
積
極

的
活
用
に
努
め
た
こ
と
を
結
論
と
し
て
い
る
。

（
8
）
由
井
常
彦
「
三
井
物
産
と
豊
田
佐
吉
お
よ
び
豊
田
式
織
機
の
研
究
―
豊
田
紡
織
工
場
か
ら

豊
田
紡
織
株
式
会
社
の
支
援
―
」『
三
井
文
庫
論
叢
』（
第
三
四
～
三
六
号
、
二
〇
〇
〇
年
～

二
〇
〇
二
年
）。

（
9
）
動
力
利
用
に
関
す
る
由
井
の
指
摘
に
つ
い
て
、
山
崎
広
明
は
『
豊
田
家
紡
織
事
業
の
経
営

史
』（
二
〇
一
五
年
七
月
、
四
〇
～
四
一
頁
）
に
お
い
て
、
動
力
問
題
の
持
つ
意
義
を
強
調

し
て
い
る
。
山
崎
は
、
由
井
論
文
で
扱
わ
な
か
っ
た
一
九
一
八
年
以
降
の
豊
田
家
の
紡
織
事

業
も
検
討
し
、
原
動
力
装
備
率
（
職
工
数
あ
た
り
の
原
動
力
馬
力
数
）
を
も
と
に
同
社
の
動

力
利
用
の
高
さ
に
つ
い
て
分
析
し
て
い
る
。

（
10
）
こ
の
三
区
分
は
、
前
掲
山
崎
広
明
『
豊
田
家
紡
織
事
業
の
経
営
史
』
の
副
題
「
紡
織
か
ら

紡
織
機
、
そ
し
て
自
動
車
へ
」、
お
よ
び
飯
島
修
「
自
動
車
事
業
へ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
」（
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
報
告
『
日
本
の
技
術
史
を
み
る
眼
』、
二
〇
一
九
年
二
月
）
の
副
題
（「
栄
生
か
ら

刈
谷
、
そ
し
て
挙
母
へ
」
と
同
じ
考
え
方
で
あ
る
。

（
11
）
桐
沢
伊
久
太
郎
編
『
矢
作
水
力
十
年
史
』
一
九
二
九
年
五
月
。

（
12
）『
電
気
年
報
』（
昭
和
十
年
版
～
昭
和
十
三
年
版
、
電
気
新
報
社
）。
こ
の
ほ
か
、
同
様
の

編
集
内
容
を
持
つ
『
日
本
電
気
交
通
経
済
年
史
』（
第
一
輯
・
第
二
輯
、
昭
和
八
年
前
期
・

後
期
、
電
気
経
済
研
究
所
）
を
参
考
に
し
た
。

（
13
）
豊
田
佐
吉
は
一
九
一
〇
年
五
月
か
ら
一
九
一
一
年
一
月
迄
、
欧
米
の
自
動
織
機
製
造
の
状

況
を
視
察
し
、
自
ら
の
発
明
に
自
信
を
得
て
帰
国
し
た
。

（
14
）
豊
田
佐
吉
（
一
八
六
七
～
一
九
三
〇
）：
遠
江
国
敷
知
郡
山
口
村
（
現
静
岡
県
湖
西
市
）
生

ま
れ
。
動
力
織
機
や
自
動
織
機
の
発
明
家
。
日
本
の
織
機
技
術
を
世
界
の
ト
ッ
プ
に
引
上
げ

た
。
ト
ヨ
タ
グ
ル
ー
プ
の
創
始
者
。

（
15
）
一
九
二
一
年
四
月
名
古
屋
市
に
編
入
さ
れ
西
区
栄
生
町
と
な
る
、
現
在
は
名
古
屋
市
西
区

則
武
新
町
。

（
16
）『
工
場
通
覧
』（
一
九
一
八
年
版
）
に
は
、
同
工
場
に
四
四
〇
馬
力
の
蒸
気
機
関
一
基
を
所

有
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。

（
17
）
施
設
認
可
一
九
一
四
年
十
月
十
日
、
使
用
認
可
一
九
一
五
年
三
月
十
六
日
。

（
18
）『
機
械
学
会
誌
』（
一
九
一
六
年
十
月
）
に
は
豊
田
自
動
紡
織
工
場
の
紹
介
記
事
が
掲
載
さ

れ
て
い
る
。
電
気
設
備
に
つ
い
て
は
「
三
百
キ
ロ
ワ
ッ
ト
発
電
機
及
ユ
ニ
フ
ロ
ー
エ
ン
ジ
ン

一
台
、
増
設
に
属
し
七
百
弐
拾
キ
ロ
ワ
ッ
ト
名
古
屋
電
灯
会
社
よ
り
買
ふ
」（
七
〇
～
七
一

頁
）
と
記
さ
れ
て
い
る
。

（
19
）
表
1
の
デ
ー
タ
は
受
電
許
可
容
量
を
示
す
。
な
お
、『
工
場
通
覧
』（
一
九
一
八
年
版
、

一
九
一
六
年
十
二
月
末
）
に
は
、
蒸
気
機
関
一
基
四
四
〇
馬
力
、
自
家
用
電
力
七
台
三
七
七

馬
力
、
其
他
（
買
電
）
一
〇
台
二
六
〇
馬
力
と
記
載
さ
れ
、『
工
場
通
覧
』（
一
九
一
九
年
版
、

一
九
一
八
年
一
月
末
）
に
は
自
家
用
電
力
九
台
四
二
九
馬
力
、
買
電
二
四
台
一
一
五
三
馬
力

と
記
さ
れ
買
電
の
割
合
が
増
え
て
い
る
。

（
20
）
以
下
、
名
古
屋
電
灯
か
ら
、
大
同
電
力
、
東
邦
電
力
設
立
に
至
る
経
緯
を
略
記
す
る
と
、

一
九
一
八
年
に
名
古
屋
電
灯
か
ら
木
曽
川
の
水
利
権
等
を
分
離
し
て
木
曽
電
気
製
鉄
が
設
立

さ
れ
、
木
曽
電
気
興
業
へ
の
改
称
を
経
て
一
九
二
一
年
二
月
に
日
本
水
力
、
大
阪
送
電
と
合

併
し
て
大
同
電
力
が
発
足
し
た
。
一
方
、
名
古
屋
電
灯
は
関
西
水
力
電
気
な
ど
一
六
社
を
合

併
し
て
一
九
二
一
年
十
月
関
西
電
気
と
な
り
、
さ
ら
に
九
州
電
気
鉄
道
と
合
併
し
て
、

一
九
二
二
年
六
月
か
ら
東
邦
電
力
と
な
る
。

（
21
）
日
本
電
力
の
電
力
供
給
区
域
は
「
愛
知
県
名
古
屋
市
、
西
加
茂
郡
、
愛
知
郡
一
円
ニ
対
シ

テ
ハ
大
正
十
二
年
八
月
三
十
日
付
」
で
逓
信
大
臣
か
ら
許
可
さ
れ
て
い
る
（「
日
本
電
力
営

業
報
告
書
」 
第
一
回
」）。

（
22
）
服
部
兼
三
郎
（
一
八
七
〇
～
一
九
二
二
）：
丹
羽
郡
北
野
村
（
現
江
南
市
）
生
ま
れ
の
綿
布
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綿
糸
商
。
叔
父
祖
父
江
重
兵
衛
の
許
で
働
き
、
一
八
九
四
年
服
部
商
店
を
開
業
。
今
日
の
興

和
株
式
会
社
の
基
礎
を
築
く
。
豊
田
佐
吉
と
の
交
遊
は
有
名
で
あ
る
。
一
九
二
二
年
四
九
歳

で
逝
去
。

（
23
）
東
邦
電
力
が
名
古
屋
市
南
区
大
江
町
に
建
設
し
た
火
力
発
電
所
で
、
一
九
二
六
年
一
月
一

号
機
三
万
五
〇
〇
〇
キ
ロ
ワ
ッ
ト
、
同
年
十
二
月
二
号
機
三
万
五
〇
〇
〇
キ
ロ
ワ
ッ
ト
が
運

転
を
開
始
。一
九
三
七
年
に
増
設
さ
れ
認
可
出
力
は
十
二
万
五
〇
〇
〇
キ
ロ
ワ
ッ
ト
と
な
る
。

（
24
）
一
九
二
六
年
三
月
、
そ
れ
ま
で
の
刈
谷
試
験
工
場
か
ら
刈
谷
工
場
と
改
称
。
な
お
刈
谷
町

へ
の
立
地
過
程
に
つ
い
て
は
前
掲
豊
田
自
動
織
機
製
作
所
編
『
四
十
年
史
』（
一
〇
三
～

一
〇
九
頁
）
参
照
。

（
25
）
一
九
二
三
年
九
月
二
十
六
日
に
は
「
二
五
馬
力
以
上
」
へ
の
制
限
変
更
の
許
可
を
受
け
、

さ
ら
に
一
九
二
五
年
五
月
二
十
八
日
西
尾
町
に
つ
い
て
も
「
二
五
馬
力
以
上
」
の
供
給
許
可

を
得
て
い
る
。

（
26
）
前
掲
桐
沢
伊
久
太
郎
編
『
矢
作
水
力
十
年
史
』（
一
二
〇
～
一
二
一
頁
）。

（
27
）
前
掲
「
大
和
田
悌
二
日
記
」
一
九
三
六
年
二
月
二
十
五
日
付
記
事
。

（
28
）『
興
和
百
年
史
』（
一
九
九
四
年
十
一
月
、
五
～
六
頁
）。

（
29
）
福
沢
桃
介
（
一
八
六
八
～
一
九
三
八
）：
武
蔵
国
横
見
郡
荒
子
村
（
現
埼
玉
県
比
企
郡
吉
見

町
）
出
身
。
旧
姓
岩
崎
。
慶
応
義
塾
在
学
中
、
福
沢
諭
吉
に
見
込
ま
れ
て
一
八
八
七
年
に
養

子
縁
組
、
次
女
ふ
さ
と
結
婚
。
名
古
屋
電
灯
、
関
西
電
気
、
大
同
電
力
の
社
長
を
務
め
、
木

曽
川
の
水
力
開
発
を
行
い
、
電
力
王
と
呼
ば
れ
た
。

（
30
）
岡
崎
紡
績
は
一
九
一
九
年
三
月
に
岡
崎
市
針
崎
町
に
設
立
。
社
長
は
服
部
兼
三
郎
で
、
監

査
役
に
福
沢
桃
介
、取
締
役
に
下
出
民
義
、寒
川
恒
貞
等
福
沢
系
の
人
物
が
就
任
し
て
い
る
。

福
沢
は
同
社
に
対
し
安
価
な
電
力
の
供
給
を
約
束
し
て
い
た
。（『
日
清
紡
績
六
十
年
史
』

一
九
六
九
年
十
二
月
、
二
七
〇
～
二
七
六
頁
）。

（
31
）「
昭
和
九
年
は
じ
め
て
供
給
を
認
可
さ
れ
た
当
時
既
に
今
回
の
一
千
キ
ロ
増
量
」（
前
掲
『
電

気
年
報
』（
一
九
三
七
版
、
二
〇
〇
頁
）、
が
見
込
ま
れ
て
い
た
。

（
32
）『
刈
谷
町
誌
』（
一
九
三
二
年
十
二
月
、
二
二
九
～
二
三
〇
頁
）。

（
33
）
豊
田
喜
一
郎
（
一
八
九
四
～
一
九
五
二
）：
豊
田
佐
吉
の
長
男
。
東
京
帝
国
大
学
工
学
部
卒

業
。
一
九
二
一
年
四
月
豊
田
紡
織
に
入
社
、
一
九
二
六
年
十
月
に
豊
田
自
動
織
機
が
設
立
さ

れ
る
と
常
務
取
締
役
に
就
任
。
ト
ヨ
タ
自
動
車
工
業
の
創
始
者
で
、
第
二
代
社
長
。

（
34
）
前
掲
豊
田
自
動
織
機
製
作
所
編
『
四
十
年
史
』（
二
二
六
頁
）。

（
35
）
梶
速
光
速
『
豊
田
佐
吉
伝
』（
一
九
六
二
年
五
月
一
八
五
～
一
八
八
頁
）。

（
36
）
製
鉄
事
業
認
可
申
請
書
（
一
九
三
四
年
三
月
三
十
日
付
、
出
典
『
愛
知
県
史 

資
料
編
三
〇 

近
代
七
　
工
業
二
』
三
二
頁
）
に
は
製
鉄
・
製
鋼
併
せ
て
一
一
、三
八
六
、八
〇
〇
キ
ロ
ワ
ッ

ト
時
の
電
力
使
用
計
画
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
負
荷
率
六
五
％
と
す
る
と
二
〇
〇
〇
キ
ロ

ワ
ッ
ト
の
電
力
が
必
要
と
な
る
。
な
お
製
鋼
所
（
一
九
三
四
年
一
月
製
鋼
部
と
な
る
）
は

一
九
四
〇
年
三
月
八
日
、
豊
田
製
鋼
（
現
愛
知
製
鋼
）
と
し
て
分
離
独
立
し
た
。

（
37
）
挙
母
自
動
車
工
場
の
用
地
斡
旋
の
経
緯
に
つ
い
て
は
豊
田
市
郷
土
資
料
館
編
『
豊
田
の
礎

を
築
い
た
中
村
寿
一
伝
』 （
一
九
九
八
年
二
月
、
五
一
～
六
七
頁
）
参
照
。

（
38
）
前
掲
豊
田
自
動
織
機
製
作
所
編
『
四
十
年
史
』（
二
一
五
～
二
一
六
頁
）。

（
39
）
通
商
産
業
省
編
『
商
工
政
策
史
』（
第
二
四
巻
、
一
九
七
九
年
三
月
、
一
二
九
頁
）。

（
40
）
同
条
項
に
関
し
「
特
定
供
給
許
可
基
準
」
に
付
記
さ
れ
た
需
要
者
方
面
の
理
由
と
し
て
「
確

実
ナ
ル
電
気
ヲ
特
ニ
必
要
ト
ス
ル
事
業
ノ
最
モ
顕
著
ナ
ル
ハ
、
其
ノ
生
産
過
程
ニ
於
ケ
ル
電

気
的
故
障
ガ
全
労
作
ヲ
徒
労
ニ
帰
セ
シ
ム
ル
ガ
如
キ
モ
ノ
ニ
シ
テ
、
又
低
廉
ナ
ル
電
力
ヲ
特

ニ
必
要
ト
ス
ル
事
業
ト
ハ
、
生
産
費
ノ
斯
ノ
如
キ
電
力
利
用
ニ
係
ル
所
大
ナ
ル
産
業
ノ
如
キ

謂
フ
」
と
説
明
さ
れ
て
い
る
（
前
掲
『
商
工
政
策
史 

第
二
四
巻
』
一
三
〇
頁
）。

（
41
）
一
九
三
三
年
二
月
、
岡
崎
市
美
合
町
に
設
立
。
設
立
に
あ
た
っ
て
、
福
沢
桃
介
は
日
清
紡

績
へ
の
働
き
か
け
を
行
い
、
株
式
二
一
パ
ー
セ
ン
ト
を
矢
作
水
力
が
所
有
す
る
こ
と
に
な
っ

た
（『
宮
島
清
次
郎
翁
伝
』
一
九
六
五
年
十
一
月
、
四
〇
一
頁
）。
な
お
、
一
九
三
八
年
に
日

清
紡
に
合
併
さ
れ
、
現
在
は
日
清
紡
ケ
ミ
カ
ル
株
式
会
社
（
二
〇
〇
九
年
設
立
）。

（
42
）
中
部
電
力
（
岡
崎
）
は
、
岡
崎
電
灯
と
東
邦
電
力
豊
橋
営
業
所
区
域
と
が
合
併
し
て

一
九
三
〇
年
八
月
に
設
立
さ
れ
た
会
社
。

（
43
）
愛
知
電
気
鉄
道
は
矢
作
水
力
・
中
部
電
力
（
岡
崎
）
双
方
か
ら
受
電
し
、
両
社
の
大
口
需

要
家
で
あ
っ
た
。
藍
川
は
一
九
三
五
年
十
月
、
中
部
電
力
（
岡
崎
）
の
会
長
に
就
任
す
る
。

（
44
）
前
掲
『
電
気
年
報
』（
一
九
三
五
年
版
、
二
五
五
～
二
五
六
頁
）、
前
掲
『
日
本
電
気
交
通

経
済
年
史
』（
第
二
輯
、
二
八
六
～
二
八
七
頁
）
参
照
。
な
お
、
日
清
レ
イ
ヨ
ン
へ
の
電
力

供
給
に
つ
い
て
、
名
古
屋
逓
信
局
編
『
管
内
電
気
事
業
要
覧
』
は
日
清
レ
イ
ヨ
ン
の
受
電
先

と
し
て
中
部
電
力
一
五
〇
〇
キ
ロ
ワ
ッ
ト
と
記
載
し
、一
方
矢
作
水
力
の「
営
業
報
告
書
」（
第

三
一
回
　
一
九
三
四
年
上
期
）
は
、
同
社
の
供
給
先
と
し
て
「
中
部
電
力
株
式
会
社
（
日
清

レ
イ
ヨ
ン
株
式
会
社
の
供
給
分
）」
と
記
載
し
て
い
る
。

（
45
）
豊
田
利
三
郎
（
一
八
八
四
～
一
九
五
二
）：
滋
賀
県
生
ま
れ
。
東
京
高
等
商
業
学
校
卒
。
豊
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田
紡
織
、
豊
田
自
動
織
機
、
ト
ヨ
タ
自
動
車
工
業
の
社
長
。
豊
田
佐
吉
の
婿
養
子
、
豊
田
喜

一
郎
の
義
兄
。
兄
兒
玉
一
造
は
三
井
物
産
名
古
屋
支
店
長
時
代
豊
田
佐
吉
を
支
援
し
た
。

（
46
）豊
田
利
三
郎
は
、一
九
三
三
年
下
期
か
ら
一
九
四
二
年
ま
で
東
邦
電
力
監
査
役
を
勤
め
た
。

（
47
）「
大
和
田
悌
二
日
記
」
一
九
三
五
年
三
月
二
日
付
記
事
。

（
48
）前
掲『
電
気
年
報
』（
一
九
三
六
年
版
、八
五
頁
）。な
お
矢
作
水
力
は
同
一
需
要
家
な
の
で
、

協
定
違
反
に
な
ら
な
い
と
主
張
し
た
。

（
49
）
前
掲
豊
田
市
郷
土
資
料
館
編
『
豊
田
の
礎
を
築
い
た
中
村
寿
一
伝
』（
六
三
～
六
四
頁
）。

（
50
）
日
記
の
五
月
九
日
の
日
付
と
矛
盾
す
る
よ
う
に
見
え
る
が
原
文
ど
お
り
で
あ
る
。
五
月

二
十
四
日
付
で
取
下
げ
の
予
定
と
い
う
意
味
で
あ
ろ
う
。

（
51
）
こ
こ
で
い
う
「
義
理
」
と
は
豊
田
利
三
郎
が
東
邦
電
力
監
査
役
に
就
い
て
い
る
こ
と
、
恩

義
の
あ
る
服
部
兼
三
郎
が
矢
作
水
力
の
取
締
役
に
就
い
て
い
る
こ
と
を
指
す
と
思
わ
れ
る
。

（
52
）
豊
田
自
動
織
機
で
は
一
九
三
四
年
九
月
に
刈
谷
工
場
に
製
鋼
所
を
設
け
、「
手
さ
ぐ
り
に

等
し
い
状
態
」（
前
掲
『
愛
知
製
鋼
30
年
史
』
七
頁
）
が
続
い
て
お
り
、
製
鋼
技
術
確
立
に

時
間
を
必
要
と
し
て
い
た
こ
と
を
指
し
て
い
る
と
推
察
さ
れ
る
。

（
53
）
前
掲
和
田
一
夫
・
由
井
常
彦
『
豊
田
喜
一
郎
伝
』
三
三
一
～
三
三
二
頁
。
な
お
、
大
谷
佳

之
は
論
文
「
ト
ヨ
タ
自
動
車
創
立
期
に
見
る
挙
母
工
場
の
立
地
要
因
（
Ⅰ
）」(『
東
海
学
園
大

学
研
究
紀
要
』（
第
一
五
三
号
、
二
〇
一
〇
年
三
月
、
三
九
頁
）
で
、
自
動
車
製
造
事
業
法

の
申
請
書
に
工
場
用
地
を
明
記
す
る
必
要
が
あ
っ
た
、
と
指
摘
し
て
い
る
。

（
54
）
刈
谷
町
大
字
刈
谷
に
所
在
（
用
地
一
万
五
千
坪
）、
現
在
の
ト
ヨ
タ
車
体
本
社
所
在
地
。

（
55
）「
豊
田
自
動
織
機
製
作
所
自
動
車
部
の
概
況
と
計
画
」（
出
典
『
新
修
豊
田
市
史
　
資
料
編

近
代
Ⅱ
』
三
五
四
頁
、
原
出
典
：『
自
動
車
工
業
』
一
九
三
六
年
五
月
）。

（
56
）
Ａ
Ａ
型
（
ほ
ろ
型
）
一
台
、
Ａ
Ｂ
型
（
箱
形
）
四
台
の
乗
用
車
の
ほ
か
軍
用
ト
ラ
ッ
ク
、

消
防
車
な
ど
が
展
示
さ
れ
た
。

（
57
）
一
九
三
六
年
五
月
二
十
九
日
公
布
。
同
年
九
月
十
五
日
、
第
一
回
自
動
車
製
造
委
員
会
で

豊
田
自
動
織
機
お
よ
び
日
産
自
動
車
を
同
法
の
許
可
会
社
と
す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
た
。

（
58
）
前
掲
『
電
気
年
報
』（
一
九
三
七
年
版
、
一
九
八
頁
）
お
よ
び
『
名
古
屋
新
聞
』（
一
九
三
六

年
一
月
十
七
日
）
参
照
。
場
所
が
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
離
れ
て
お
り
、
同
一
契
約
と
す
る

に
は
問
題
も
あ
る
か
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
の
点
の
解
明
は
で
き
な
か
っ
た
。

（
59
）
中
部
電
力
側
が
当
初
刈
谷
工
場
で
の
増
設
を
容
認
し
て
い
た
の
は
、
同
一
場
所
で
の
増
設

と
考
え
て
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

（
60
）
契
約
容
量
は
、
名
古
屋
逓
信
局
『
管
内
電
気
事
業
要
覧
』（
第
一
六
回
、
一
九
三
六
年
八

月 

一
一
二
頁
）
と
、
同
『
管
内
電
気
事
業
要
覧
』（
第
一
七
回
、
一
九
三
八
年
三
月
、
八
一

頁
と
の
比
較
に
よ
る
。

（
61
）
前
掲
山
崎
広
明
『
豊
田
家
紡
織
事
業
の
経
営
史
』（
一
三
九
頁
）。

（
62
）
合
併
契
約
の
締
結
は
一
九
三
七
年
五
月
十
三
日
。

（
63
）
前
掲
名
古
屋
逓
信
局
編
『
管
内
電
気
事
業
要
覧
』（
第
一
五
回
、
一
九
三
四
年
十
二
月
末
）

の
発
受
電
設
備
一
覧
に
よ
る
。
な
お
、
白
山
水
力
は
九
頭
竜
川
に
西
勝
原
発
電
所

（
二
万
八
〇
〇
キ
ロ
ワ
ッ
ト
、
大
正
十
二
年
十
月
運
転
開
始
）
手
取
川
に
吉
野
谷
発
電
所

（
一
二
五
〇
〇
キ
ロ
ワ
ッ
ト
、
一
九
二
六
年
五
月
運
転
開
始
）
等
を
有
し
名
古
屋
電
灯
・
東

邦
電
力
に
供
給
し
て
い
た
が
、
一
九
三
三
年
三
月
に
矢
作
水
力
と
合
併
し
た
。

（
64
）
矢
作
水
力
は
名
古
屋
市
内
に
電
力
供
給
権
を
有
し
て
お
り
、
東
邦
電
力
は
競
争
を
回
避
す

る
た
め
、
一
九
二
四
年
二
月
、
矢
作
水
力
と
六
五
〇
〇
キ
ロ
ワ
ッ
ト
の
需
給
契
約
を
結
ん
で

い
た
（
前
掲
『
矢
作
十
年
史
』
二
七
頁
お
よ
び
一
二
一
頁
）。

（
65
）
前
掲
『
電
気
年
報
』（
一
九
三
八
年
版
、
九
三
頁
）。

（
66
）
菅
隆
俊
（
一
八
八
六
～
一
九
五
四
）：
一
九
三
三
年
自
動
車
事
業
創
始
に
あ
た
り
、
豊
田
式

織
機（
株
）か
ら
豊
田
自
動
織
機
に
移
籍
し
、
挙
母
自
動
車
工
場
立
ち
上
げ
に
あ
た
り
ア
メ
リ

カ
に
派
遣
さ
れ
、
工
場
の
設
計・

建
設
を
行
っ
た
。
ト
ヨ
タ
自
動
車
の
取
締
役
を
経
て
、
豊

田
工
機
の
社
長
、
会
長
に
就
任
。

（
67
）
菅
隆
俊
「
ト
ヨ
タ
自
動
車
工
業
株
式
会
社
　
挙
母
工
場
の
建
設
」（
一
九
四
六
年
八
月
記
、

一
九
五
九
年
五
月
刊
、
二
六
頁
）。

（
68
）
料
金
は
電
炉
用
主
体
に
キ
ロ
ワ
ッ
ト
時
一
銭
五
厘
で
供
給
さ
れ
て
い
た
。
中
部
電
力
（
岡

崎
）
会
長
の
藍
川
清
成
は
こ
の
料
金
は
「
ダ
ン
ピ
ン
グ
な
り
」
主
張
し
て
い
た
（「
大
和
田

悌
二
日
記
」
一
九
三
五
年
二
月
二
日
）。

（
中
部
産
業
遺
産
研
究
会
）


